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研究成果の概要（和文）：牧畜パワーを人類文明推進の原動力だとみる観点から、牧畜文化に支えられたアフ
ロ・ユーラシア内陸乾燥地文明の歴史生態人類学研究を進めた。近代以前の主要エネルギーであった牧畜パワー
は、移動・運搬手段として長距離交易（シルク・ロード、サハラ交易など）とともに都市文化形成を可能にし、
政治・軍事手段としては巨大帝国の形成に寄与した。オアシスや河川による灌漑文化はこの乾燥地文明の網の目
を構成した。世界宗教発展もこれに対応した。
しかし近代に到来した西洋中心の植民地主義が海洋中心の新世界秩序を構築すると、内陸乾燥地文明はその勢力
を失った。その衰亡の過程とともに、乾燥地における文明展開を様々な角度から解明した。

研究成果の概要（英文）：Pastoral power, most important　one before the　modern　times, was　main 
element for the formation of human civilization. We have thus analyzed Afro・Eurasian Inner Dryland
　Civilizations. It has contributed to the formation of Afro・Eurasian trade networks(Silk Road, 
Sahara trade) and city cultures  with its transporting  power  and to that of Great Empires with its
 politico military power. Thus Afro-Eurasian continental civilization was created. The Irrigation 
cultures consist of big hydrologists and numerous oasis made mesh of a net of trades. The 
development of world religions (Buddhism, Christianity and Islam) corresponded to this cosmopolitant
 civilization. We have also analyzed their decline caused from the 16th century with European modern
 colonialism replacing this world system by another essentially oceanic one. The Modern World-System
 has not conquered the world. Russian and Chinese Eurasian continental power and Middle East and 
Saharan Islamic power are yet against. 

研究分野：宗教人類学、歴史生態人類学

キーワード： アフロ・ユーラシア内陸乾燥地　牧畜パワー　人類文明史　移動・運搬手段　政治・軍事手段　サハラ
・シルクロード交易　灌漑文化　西洋海洋文明
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様 式 Ｃ－１９,Ｆ－１９－１,Ｚ－１９,ＣＫ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 

本事業に先行する7年の研究期間におい

て叢書14巻,研究論集４巻を発刊した。分担

者それぞれの著書・論文も蓄積された。国

際的共同研究もすすんだ。アフロ・ユーラ

シア内陸乾燥地文明研究を,新たな研究分

野として主張しうる基礎はととのった。そ

のうえで,必要なのは体系化である。 

 
２． 研究の目的 

アフロ・ユーラシア内陸乾燥地文明の歴史

生態人類学的研究である。 

対象地域は現在,貧困と民族・宗教紛争

地域となっているが,歴史的には,人類文

明形成の中核地域だった。理由は,乾燥地

域には牧畜文化が存在し,牧畜パワーは,

近代以前の人類が利用できた最重要エネ

ルギーであったからだ。 

とりわけ大型家畜が有する移動・運搬能

力と,軍事政治能力は,地域と民族を超え

た長距離交易経済：都市文化と巨大帝国形

成の原動力となった。アフロ・ユーラシア

大陸中央の内陸乾燥地域には,交易経済と

都市文化が栄え,モンゴルやトルコなどの

巨大帝国が形成された。のみならず,仏教,

イスラーム,キリスト教などの世界宗教も

かかるグローバルな歴史情況に対応して

形成されたと考えられる。 

しかし近代には,西洋の世界進出により,

海洋中心の世界秩序が形成された。それは,

内陸乾燥地文明にかわるあらたな海洋中心

世界システムの形成であった。これにともな

い,内陸乾燥地文明の衰微と破壊がすすんだ。

かかる観点から,人類文明史の再考察が必要

にもなる。 

 
３． 研究の方法 
 

アフロ・ユーラシア内陸乾燥地文明の体

系化をめざす。特に次の問題に注目する。  

1）牧畜５類型の体系化：①北方草原型（ウ

マ文化卓越）,②熱帯砂漠型（ラクダ文化卓

越）,③熱帯サヴァンナ型（ウシ文化卓越）, 

④山地オアシス型（ヒツジ・ヤギ文化卓越）, 

⑤北方寒冷トナカイ型。さらに,ヨーロッパ

の酪農型,新大陸牧畜型,新大陸リャマ・ア

ルパカ型,東南アジア水牛・ゾウ型の予備的

類型化もこころみる。 

２）その際,乳文化,毛文化,肉文化,皮革文

化,家畜糞利用,牧草地文化の体系的理解,

並びに,牧畜文化と都市文化,農業文化,工

芸文化（絨毯,織物,陶磁器,皮工芸,建築）,

商業文化,芸術文化（音楽,絵画,文学）,宗

教文化,との複合文化解明も目指す。 

3）ウマやウシ,ラクダなど家畜種の地域的

伝播,牧畜にともなう工芸文化の多様な発

展,牧畜様式の変貌（定着化,農牧複合形成,

酪農化）にともなう地域文明の変同の研究

も重要である。 

4）人類文明の近代的変容理解にあたって

は,以下の問題に留意する必要がある。①

西洋主導の海洋文明形成にともなうアフ

ロ・ユーラシア内陸乾燥地文明衰亡,②資

本主義,帝国主義,社会主義という政治経

済的近代化にともなう牧畜文化の変容,③

化石エネルギーの利用増大にともなう家

畜文化の変容,④乳,肉利用中心の酪農化。 

５）先史時代狩猟採集文化から牧畜文化へ

に移行プロセスの解明も,人類の文化・文

明形成理解の鍵ともなる。 

 
４． 研究成果 
 

牧畜パワーは近代以前の最重要エネルギ

ーであり,これに支えられたアフロ・ユ―ラ

シア内陸乾燥地文明が人類文明史の中心に

あった。その歴史生態人類学的研究を試みた。 

成果はまずアフロ・ユーラシア文明研究叢

書3編。これでこの叢書は17冊になった。①

今村編著『カザフ人の牧畜と文化』②包海岩

『社会主義体制下のける中国内モンゴル牧



畜文化の近代化』 ③Hamadi Ah.El-Hadj "La 

vie d’un oasien du Tidikelt ouest dans l'extreme 

sud algerien”(アルジェリア最南部西チヂケ

ルトのオアシスの生活）。 

①はフタコブとヒトコブが共存し交雑す

るラクダ文化の現代動態分析のカザフ研究

者との国際共同研究。②は社会主義中国時代

の近代内モンゴル牧畜文化の変動を,この時

代の内モンゴルの家畜の全統計を分析し,そ

の変動を遊牧から酪農化としてとらえた画

期的な研究。③はサハラ・オアシス文化の現

代史。著者の祖父は黒アフリカでとらえられ

てオアシスに連れてこられた旧奴隷であっ

たが,著者はオアシスの小中学校校長となる

とともに,サハラのオアシス文化を小堀巌と

ともに研究。その自伝であり,サハラ・オア

シスの旧奴隷の記録としてこれも世界的な

価値がある。 

研究報告『アフロ・ユーラシア内陸乾燥地

文明』5では,嶋田が「地球人類の人類学をめ

ざして」が本研究の目標を地球人類学の構築

として論じた。坂田隆「日本陸軍によるフタ

コブラクダの利用」はラクダの軍事利用の詳

細を解明。ラクダの移動運搬能力などが明ら

かにされた。中川原育子「石窟壁画の材料・

技法の観点からみた東西交流」は,嶋田義

仁・今村薫編著『岩絵文化と人類文明の形成』

の岩絵文化研究と連動するユーラシア乾燥

地域美術史研究。嶋田はホモ・サピエンスの

先行人類（ネアンデルタール人やホモ・エレ

クトスなど）との違いとして,ホモ・サピエ

ンスの美術などの芸術能力に注目している。

岩絵にえがかれるの圧倒的に家畜化される

以前の野生動物が多い。 

バヤリタ「オイラトモンゴル人の野生植物

の食用利用」は,乾燥地域の植物利用研究。

乾燥地域は牧畜が中心であるが,草原植物の

利用も盛んにおこなわれている。その詳細の

解明。 

図書出版においては,大野旭の旺盛なモン

ゴル研究（『逆転の大中国史』文藝春秋,『モ

ンゴル人の民族自決と「対日協力』集広舎）

がひきつづきあった。『逆転の大中国史』は

中国史をユーラシアの乾燥地文明の観点か

ら論じた研究。平田昌弘も乳製品食文化論を

『デーリィマンのご馳走』デーリィマン社と

して出版。石山俊はアフリカ内陸国チャド研

究（博士論文）を『サーヘルの環境人類学』

昭和堂として出版。植民地主義によってアフ

リカ内陸に孤立させられたサーヘル国の政

治・経済の困窮化を分析。 

論文では,嶋田が『大法輪』で「アフリカ

文明の原像を求めて」を10回連載。今村はラ

クダ文化について,平田は乳文化,中川原は

ユーラシア美術について,論考を重ねた。ま

た嶋田は,「アフロ・ユーラシア文明展」を

中部大学民族資料博物館にて10月―3月開催

した。 
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